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な項目についてまとめたものである。 



 
 

1 

Ⅰ 調査の概要 

1 調査目的 

「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」（平成 13 年法律第 31 号。以下「配

偶者暴力防止法」という。）第 25 条では、国及び地方公共団体は、配偶者からの暴力の防止及び被害

者の保護に資するため、調査研究の推進に努めるよう規定している。また、「第４次男女共同参画基

本計画」（平成 27 年 12 月 25 日閣議決定）では、女性に対する暴力に関し、社会における問題意識

の向上や効果的な施策の立案・展開に資する調査研究を実施することとしている。 

男女間を取り巻く環境の変化に応じた被害傾向の変化等に適切に対応するため、これまで、平成 11

年度、平成 14 年度、平成 17 年度、平成 20 年度、平成 23 年度及び平成 26 年度に、全国 20 歳以

上の男女 5,000 人（平成 17 年度以前は 4,500 人）を対象に、無作為抽出によるアンケート調査を実

施している。 

前回調査から３年後に当たる平成 29 年度においても、これらの先行調査を踏まえつつ、今後の男

女間における暴力対策の推進に資することを目的とし、国内の男女間における暴力の実態を把握した。 

 

2 調査対象 

（1）母集団 全国 20 歳以上の男女 

（2）標本数 5,000 人 

（3）抽出法 層化二段無作為抽出法 

 

3 調査時期 

 平成 29 年 12 月 

 

4 調査方法 

 郵送留置訪問回収法 

 （回収は、対象者自身が回収用封筒に記入済みの調査票を密封したものを、調査員が回収した。 

 また、対象者本人が希望した場合には、郵送回収またはオンライン回答とした。） 

 

5 回収結果 

（1）有効回収数（率）   3,376 人（67.5％） 

   （内訳） 女性 1,807 人  男性 1,569 人 

（2）回収不能数（率）   1,624 人（32.5％） 

  回収不能理由内訳 

      転    居      44（ 0.9％）         調査票不達           8（0.2％） 

      長期不在      67（ 1.3％）         郵送依頼未回収     217（4.3％） 

      一時不在     366（ 7.3％）         web 希望未回答     162（3.2％） 

      住所不明      22（ 0.4％）         白  票              73（1.5％） 

      拒    否     558（11.2％）         その他             107（2.1％） 
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6 回答者の属性 

 
（1）性別 

   女性

(ｎ)

総 数 (3,376人)

　　　　   男性

53.5 46.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)  

（2）年齢 

20代 30代　　40代 50代 60代　　70代 　80歳以上

(ｎ)

総 数 (3,376人)

女 性 (1,807人)

男 性 (1,569人)

7.4

7.5

7.4

13.2

13.1

13.3

18.1

17.7

18.6

17.0

17.2

16.7

21.1

20.9

21.3

16.8

17.4

16.1

6.5

6.3

6.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)  

（3）未既婚 

未　婚 既　婚 離別・死別

（結婚したこと
  はない）

（現在、夫又は
  妻がいる）

（結婚していたが、
  離婚・死別した）

無回答

(ｎ)

総 数 (3,376人)

女 性 (1,807人)

男 性 (1,569人)

17.8

15.5

20.5

63.4

61.9

65.3

10.2

13.7

6.1

8.6

8.9

8.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)  

（4）交際相手の有無 

交際相手がいた(いる) 交際相手はいなかった 無回答

(ｎ)

総 数 (3,376人)

女 性 (1,807人)

男 性 (1,569人)

54.3

53.6

55.1

29.2

29.2

29.3

16.5

17.2

15.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)
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１ 配偶者からの暴力の被害経験 

２ 配偶者からの暴力の被害経験(性別) 

Ⅱ 配偶者からの暴力の被害経験 

 

約４人に１人は配偶者から暴力を受けたことがある。 

 

(ｎ=2,485人) 何度もあった １、２度あった まったくない 無回答

配 偶 者 か ら の 被 害 経 験 の 有 無 (26.2)

Ａ

身体的暴行（例えば、なぐったり、けったり、物

を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体

に対する暴行）

(17.4)

Ｂ

心理的攻撃（例えば、人格を否定するような暴

言、交友関係や行き先、電話・メールなどを細か

く監視したり、長期間無視するなどの精神的な嫌

がらせ、あるいは、自分もしくは自分の家族に危

害が加えられるのではないかと恐怖を感じるよう

な脅迫）

(13.7)

Ｃ

経済的圧迫（例えば、生活費を渡さない、貯金を

勝手に使われる、外で働くことを妨害されるな

ど）

(6.8)

Ｄ

性的強要（例えば、嫌がっているのに性的な行為

を強要される、見たくないポルノ映像等を見せら

れる、避妊に協力しないなど）

(6.0)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

あった（計）

あった（計）

9.7

3.7

5.8

3.3

2.2

16.4

13.7

7.9

3.4

3.9

72.3

80.6

83.3

90.0

90.7

1.5

2.0

3.0

3.2

3.3

 
 

 

 

 女性の約３人に１人、男性の約５人に１人は、配偶者から被害を受けたことがあり、女性の約７人に

１人は何度も受けている。 

〔女性〕 〔男性〕

何度も
あった

１、２度
あった

まったく
ない

無回答
あった
（計）

何度も
あった

１、２度
あった

まったく
ない

無回答
あった
（計）

配偶者からの被害経験の有無 (31.3) (19.9)

Ａ 身 体 的 暴 行 (19.8) (14.5)

Ｂ 心 理 的 攻 撃 (16.8) (10.0)

Ｃ 経 済 的 圧 迫 (10.0) (2.9)

Ｄ 性 的 強 要 (9.7) (1.5)

0 25 50 75 100
(%)

(ｎ=1,366) (ｎ=1,119)

0 25 50 75 100
(%)

あった（計） あった（計）

4.8

1.7

3.5

1.1

0.2

15.1

12.8

6.5

1.8

1.3

78.9

83.7

87.9

94.7

96.0

1.2

1.8

2.1

2.4

2.5

13.8

5.3

7.8

5.2

3.8

17.5

14.5

9.0

4.8

5.9

66.9

78.0

79.5

86.2

86.3

1.8

2.2

3.7

3.9

4.0
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３ 配偶者からの暴力の相談経験 

４ 配偶者から被害を受けたときの行動 

 

 

 

 被害を受けた女性の約６割は相談しているが、男性の約７割はどこにも相談していない。 

相談した 相談しなかった 　　　　無回答

(ｎ)

総 数 (650人)

女 性 (427人)

男 性 (223人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

47.1 

57.6 

26.9 

48.9

38.2

69.5

4.0

4.2

3.6

 

 

 

 

被害を受けた女性の約６割が「別れたい（別れよう）」と思っており、そのうち約１割は別れている

が、男性の約５割は「別れたい（別れよう）」とは思わなかった。 

相手と別れた
別れたい(別れよう)と
思ったが、別れなかった

  別れたい(別れよう)
  とは思わなかった

無回答

(ｎ)

総 数 (650人)

女 性 (427人)

男 性 (223人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

10.8

12.6

7.2

36.6

44.5

21.5

33.4

26.7

46.2

19.2

16.2

25.1
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５ 子供の被害経験の有無 

６ 命の危険を感じた経験 

 

 

 被害を受けたことがある家庭の約２割は子供への被害もみられる。 

(ｎ)

総 数 (590人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

21.4 9.7 60.7 8.3 

あった

（計） わからない まったくない 無回答

 
 

 

 

 

 

 

 

 被害を受けたことのある人の約９人に１人、そのうち女性の約７人に１人は命の危険を感じた経験が

ある。 

　感じた 感じなかった 無回答

(ｎ)

総 数 (650人)

女 性 (427人)

男 性 (223人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

10.9

15.0

3.1

78.2

74.2

85.7

10.9

10.8

11.2
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１ 交際相手からの暴力の被害経験 

２ 同居する交際相手からの暴力の被害経験 

Ⅲ 交際相手からの暴力の被害経験 

 

 女性の約５人に１人、男性の約９人に１人は、交際相手から被害を受けたことがある。 

　あった（計） なかった 無回答

(ｎ)

総 数 (1,833人)

女 性 (  969人)

男 性 (  864人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

16.7

21.4

11.5

81.1

77.0

85.8

2.2

1.7

2.8

 
 

 

  

 

 女性の約６割、男性の約３割は、同居（同棲）期間中に被害を受けたことがある。 

なかった

(ｎ)

総 数 (250人)

女 性 (129人)

男 性 (121人)

あった（計）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

42.8

57.4

27.3

57.2

42.6

72.7
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３ 交際相手からの暴力の相談経験 

４ 交際相手から被害を受けたときの行動 

５ 命の危険を感じた経験 

 

 

 被害を受けた女性の約４割、男性の半数は、どこにも相談していない。 

相談した 相談しなかった 無回答

(ｎ)

総 数 (306人)

女 性 (207人)

男 性 ( 99人)

55.9 

61.8 

43.4 

41.2 

35.7 

52.5 

2.9 

2.4 

4.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)  
 

 

 

 

 被害を受けた女性の約６割、男性の約４割が交際相手と別れている。 

別れた
別れたい(別れよう)
と思ったが、別れな
かった

 別れたい(別れよう)
 とは思わなかった

無回答

(ｎ)

総 数 (306人)

女 性 (207人)

男 性 ( 99人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

50.0

56.0

37.4

20.6

19.8

22.2

17.3

14.0

24.2

12.1

10.1

16.2

 

 

 

 

 被害を受けた女性の約５人に１人、男性の約８人に１人は、命の危険を感じた経験がある。 

　感じた 感じなかった 無回答

(ｎ)

総 数 (306人)

女 性 (207人)

男 性 ( 99人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

18.3

21.3

12.1

71.6

69.1

76.8

10.1

9.7

11.1
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１ 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害経験 

Ⅳ 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害経験  

  

 

 約 13 人に１人、そのうち女性の約９人に１人は特定の相手からのつきまとい等の被害を受けたこと

がある。 

１人からあった
　２人以上から
　あった

まったくない 　無回答
あった
（計）

(ｎ)

総 数 (3,376人) (7.9)

女 性 (1,807人) (10.9)

男 性 (1,569人) (4.5)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

あった（計）

5.0

6.6

3.2

2.9

4.3

1.3

83.7

80.0

88.0

8.4

9.1

7.5
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２ 加害者との関係 
 

 

「交際相手・元交際相手」が約３割、「職場・アルバイトの関係者」や「通っていた（いる）学校・

大学の関係者」が約２割。 

交 際 相 手 ・ 元 交 際 相 手

職場・アルバイトの関係者（上司、同僚、部
下、取引先の相手など）

通っていた（いる）学校・大学の関係者（教職
員、先輩、同級生、クラブ活動の指導者など）

職 場 ・ ア ル バ イ ト 先 の 客

配 偶 者 （ 事 実 婚 や 別 居 中 を 含 む ） ・
元配偶者（事実婚を解消した者を含む）

ＳＮＳなどインターネット上で知り合った人

親 （ 養 親 ・ 継 親 を 除 く ）

生活していた（いる）施設の関係者（職員、
先輩、仲間など）

地域活動や習い事の関係者（指導者、先輩、
仲間など）

養 親 ・ 継 親 又 は 親 の 交 際 相 手

上 記 以 外 の 親 戚

兄 弟 姉 妹 （ 義 理 の 兄 弟 姉 妹 も 含 む ）

ま っ た く 知 ら な い 人

知 っ て い る 人 か ど う か も わ か ら な い

そ の 他

無 回 答

32.2 

22.5 

19.1 

12.7 

7.5 

6.7 

1.9 

1.9 

3.0 

0.7 

0.7 

-

12.4 

12.7 

7.1 

1.1 

31.0 

22.3 

19.3 

14.2 

7.1 

7.6 

1.5 

2.0 

3.0 

0.5 

1.0 

-

15.2 

11.7 

7.6 

-

35.7

22.9

18.6

8.6

8.6

4.3

2.9

1.4

2.9

1.4

-

-

4.3

15.7

5.7

4.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

総数(n=267人,M.T.=142.3%)
女性(n=197人,M.T.=144.2%)
男性(n= 70人,M.T.=137.1%)
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３ 特定の相手からの執拗なつきまとい等の被害の相談経験 

４ 命の危険を感じた経験 

 

 女性の約８割、男性の約６割は、相談している。 

相談した 相談しなかった 無回答

(ｎ)

総 数 (267人)

女 性 (197人)

男 性 ( 70人)

74.5 

81.2 

55.7 

23.6 

18.3 

38.6 

1.9 

0.5 

5.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)  

 

 

 

 

 被害を受けた人の約４人に１人は命の危険を感じた経験がある。 

　感じた 感じなかった 無回答

(ｎ)

総 数 (267人)

女 性 (197人)

男 性 (70人)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

26.2

25.9

27.1

67.0

67.5

65.7

6.7

6.6

7.1

 

 

 

 



 
 

11

１ 無理やりに性交等された被害経験 

Ⅴ 無理やりに性交等された被害経験 

 

 約 20 人に１人、そのうち女性の約 13 人に１人は無理やりに性交等された経験がある。 

１人からあった
　２人以上から
　あった

まったくない 　無回答
あった
（計）

(ｎ)

総 数 (3,376人) (4.9)

女 性 (1,807人) (7.8)

男 性 (1,569人) (1.5)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%)

あった（計）

3.9

6.1

1.3

1.0

1.7

0.2

88.2

84.8

92.2

6.9

7.4

6.4
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２ 加害者との関係 
 

 

男女共に「まったく知らない人」が約１割、女性では「配偶者・元配偶者」が約３割、「交際相手・

元交際相手」が約２割。 

配 偶 者 （ 事 実 婚 や 別 居 中 を 含 む ） ・
元配偶者（事実婚を解消した者を含む）

交 際 相 手 ・ 元 交 際 相 手

職場・アルバイト先の関係者（上司、同僚、部
下、取引先の相手など）

通っていた（いる）学校・大学の関係者
（教職員、先輩、同級生、クラブ活動の指導者
など）

兄 弟 姉 妹 （ 義 理 の 兄 弟 姉 妹 も 含 む ）

職 場 ・ ア ル バ イ ト 先 の 客

親 （ 養 親 ・ 継 親 を 除 く ）

養 親 ・ 継 親 又 は 親 の 交 際 相 手

上 記 以 外 の 親 戚

ＳＮＳなどインターネット上で知り合った人

地域活動や習い事の関係者（指導者、先輩、
仲間など）

生活していた（いる）施設の関係者（職員、
先輩、仲間など）

そ の 他

ま っ た く 知 ら な い 人

無 回 答

23.8 

23.8 

14.0 

6.1 

4.9 

3.0 

2.4 

2.4 

2.4 

2.4 

1.8 

1.8 

7.3 

11.6 

8.5 

26.2 

24.8 

14.9 

5.7 

5.7 

2.8 

2.1 

2.8 

2.1 

2.8 

2.1 

0.7 

7.8 

11.3 

5.7 

8.7

17.4

8.7

8.7

-

4.3

4.3

-

4.3

-

-

8.7

4.3

13.0

26.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

総数(n=164人,M.T.=116.5%)
女性(n=141人,M.T.=117.7%)
男性(n= 23人,M.T.=108.7%)
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４ 無理やりに性交等された被害の相談経験 

３ 監護者からの被害経験  

 

 18 歳未満に被害を受けた女性のうち約２割は監護する者から被害を受けた経験がある。 

（１８歳未満のとき被害があった人） （％）
総数 女 男

ｎ 36 29 7
監護する者 19.4 17.2 28.6
監護する者以外 83.3 86.2 71.4
延回答数（計） 102.8 103.4 100.0

 

 

 

 被害を受けた女性の約６割、男性の約４割はどこにも相談していない 

相談した 相談しなかった 無回答

(ｎ)

総 数 (164人)

女 性 (141人)

男 性 ( 23人)

39.0 

38.3 

43.5 

56.1 

58.9 

39.1 

4.9 

2.8 

17.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)  
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５ 無理やりに性交等された被害の相談先（複数回答） 
 

 

約４人に１人は「友人・知人」に相談している。 

友 人 ・ 知 人 に 相 談 し た

家 族 や 親 戚 に 相 談 し た

警 察 に 連 絡 ・ 相 談 し た

職場・アルバイトの関係者（上司、同僚、部下、
取引先など）に相談した

民間の専門家や専門機関（弁護士・弁護士会、
カ ウ ン セ ラ ー ・ カ ウ ン セ リ ン グ 機 関 、 民 間
シェルターなど）に相談した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

性 犯 罪 ・ 性 暴 力 被 害 者 支 援 の 専 門 相 談 窓 口
（いわゆるワンストップ支援センター）に相談
した

学 校 関 係 者 （ 教 員 、 養 護 教 諭 、 ス ク ー ル
カウンセラーなど）に相談した

配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所等）や
男女共同参画センターに相談した

法務局・地方法務局、人権擁護委員に相談した

上記（１～４）以外の公的な機関（市役所など）に
相談した

そ の 他

ど こ （ だ れ ） に も 相 談 し な か っ た

無 回 答

＊「上記（１～４）以外の公的な機関」とは、下記以外の公的な機関を指す。

１.性犯罪・性暴力被害者支援の専門相談窓口（いわゆるワンストップ支援センター）

２.配偶者暴力相談支援センター（婦人相談所等）や男女共同参画センター

３.警察

４.法務局・地方法務局、人権擁護委員

25.0

13.4

3.7

3.0

1.8

1.8

0.6

0.6

-

-

-

1.2

56.1

4.9

24.1

13.5

2.8

3.5

2.1

2.1

0.7

0.7

-

-

-

1.4

58.9

2.8

30.4

13.0

8.7

-

-

-

-

-

-

-

-

-

39.1

17.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
(%)

総数(n=164人,M.T.=112.2%)
女性(n=141人,M.T.=112.8%)
男性(n= 23人,M.T.=108.7%)
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６ 無理やりに性交等された被害についてどこにも相談しなかった理由（複数回答） 
 

 女性の半数は、「恥ずかしくてだれにも言えなかったから」相談しなかった。 

恥 ず か し く て だ れ に も 言 え な か っ た か ら

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていける
と思ったから

そ の こ と に つ い て 思 い 出 し た く な か っ た か ら

相 談 す る ほ ど の こ と で は な い と 思 っ た か ら

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから

相 談 し て も む だ だ と 思 っ た か ら

自 分 に も 悪 い と こ ろ が あ る と 思 っ た か ら

相 手 の 行 為 は 愛 情 の 表 現 だ と 思 っ た か ら

他人に知られると、これまで通りのつき合い（仕事や
学校などの人間関係）ができなくなると思ったから

世 間 体 が 悪 い と 思 っ た か ら

他 人 を 巻 き 込 み た く な か っ た か ら

仕返しが怖かったから（もっとひどい暴力や、性的な
画像のばらまきなど）

加 害 者 に 「 誰 に も 言 う な 」 と お ど さ れ た か ら

相談相手の言動によって不快な思いをさせられると
思ったから

そ の 他

無 回 答

52.2

28.3

22.8

20.7

19.6

19.6

17.4

15.2

13.0

12.0

7.6

3.3

3.3

2.2

5.4

-

55.4 

27.7 

24.1 

20.5 

16.9 

18.1 

16.9 

15.7 

14.5 

13.3 

6.0 

3.6 

3.6 

2.4 

6.0 

-

22.2 

33.3 

11.1 

22.2 

44.4 

33.3 

22.2 

11.1 

-

-

22.2 

-

-

-

-

-

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

(%)

総数(n= 92人,M.T.=242.4%)
女性(n= 83人,M.T.=244.6%)
男性(n=  9人,M.T.=222.2%)

 



  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

内閣府男女共同参画局推進課 

〒100－8914 東京都千代田区永田町 1－6－1 
T E L：03－5253－2111（大代表） 

F A X：03－3592－0408 
ホームページ http://www.gender.go.jp/ 
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